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定

岡

定

岡

定

岡

定

岡

市

議

市

議

市

議

市

議

 
  
 

「

こ

れ

ま

で

と

変

わ

ら

ん

」

と

言

わ

れ

て

も

、

日

ご

ろ

か

ら

我

慢

し

て

い

る

住

民

に

は

「

騒

音

は

騒

音

」

だ

。

ジ

ェ

ッ

ト

燃

料

を

満

タ

ン

に

し

て

飛

び

立

つ

、

着

陸

す

る

・

・

そ

ん

な

訓

練

、

あ

る

い

は

実

働

が

毎

日

の

こ

と

に

な

り

、

「

事

故

が

お

き

た

ら

火

の

海

だ

」

と

心

配

す

る

の

は

当

然

だ

。

市

長

は

ど

う

お

考

え

か

。

 

中

村

中

村

中

村

中

村

市

長

市

長

市

長

市

長

 
  
 

騒

音

は

軽

減

さ

れ

る

も

の

と

考

え

る

。

両

翼

が

主

な

燃

料

搭

載

場

所

で

通

常

の

航

空

機

と

大

差

な

い

も

の

だ

。

 

 
  
 

ま

だ

開

発

中

 

い

ま

か

ら

「

安

全

」

の

 

議

論

が

で

き

る

か

 

 
  
 

定

岡

定

岡

定

岡

定

岡

市

議

市

議

市

議

市

議

 
  
 

Ｋ

Ｃ

-

４

６

Ａ

は

ま

だ

開

発

中

。

５

月

に

は

Ｃ

１

７

な

ど

大

型

空

輸

機

へ

の

テ

ス

ト

飛

行

で

乱

気

流

が

発

生

し

、

開

発

期

間

も

延

長

さ

れ

た

。

い

ま

か

ら

「

安

全

」

を

前

提

に

配

備

い

い

か

悪

い

か

議

論

で

き

る

か

。

 

中

村

中

村

中

村

中

村

市

長

市

長

市

長

市

長

 
  
 

Ｋ

Ｃ

-

４

６

Ａ

の

不

具

合

に

つ

い

て

は

防

衛

省

に

確

認

し

て

み

る

が

、

い

ず

れ

に

し

て

も

議

会

の

意

向

も

確

認

し

な

が

ら

最

終

的

判

断

を

し

た

い

。

 
  
 

 
  
 

米

軍

と

一

体

の

 

海

外

で

の

戦

争

態

勢

 

 
  
 

定

岡

定

岡

定

岡

定

岡

市

議

市

議

市

議

市

議

 
  
 

Ｋ

Ｃ

-

４

６

Ａ

の

航

続

距

離

は

９

４

０

０

Ｋ

ｍ

。

約

１

０

０

ト

ン

の

燃

料

と

１

０

０

人

の

兵

員

を

積

ん

で

イ

ン

ド

洋

の

彼

方

ま

で

飛

べ

る

空

中

給

油

・

輸

送

機

。

「

専

守

防

衛

」

を

超

え

て

、

昨

年

強

行

さ

れ

た

安

保

関

連

法

の

も

と

米

軍

と

一

体

と

な

っ

た

海

外

の

戦

争

に

自

衛

隊

を

派

兵

す

る

態

勢

整

備

だ

。

 

中

村

中

村

中

村

中

村

市

長

市

長

市

長

市

長

 
  
 

国

の

防

空

体

制

を

全

う

す

る

こ

と

が

目

的

と

う

か

が

っ

て

い

る

。

 

定

岡

定

岡

定

岡

定

岡

市

議

市

議

市

議

市

議

 
  
 

説

明

会

の

参

加

は

実

質

１

０

０

名

程

度

。

こ

れ

で

終

わ

り

に

で

き

る

か

。

 

 

 

１

２

月

１

３

日

深

夜

、

沖

縄

本

島

沖

で

、

給

油

訓

練

中

の

米

軍

オ

ス

プ

１

２

月

２

０

日

、

１

２

月

定

例

市

議

会

が

終

了

し

ま

し

た

。

本

会

議

で

定

岡

敏

行

市

議

が

、

市

民

交

流

セ

ン

タ

ー

（

仮

称

）

の

建

設

と

美

保

基

地

へ

の

新

型

空

中

給

油

機

配

備

に

つ

い

て

、

安

田

と

も

子

市

議

が

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

（

環

太

平

洋

経

済

連

携

協

定

）

の

地

域

へ

の

影

響

と

原

子

力

防

災

に

つ

い

て

、

市

民

か

ら

寄

せ

ら

れ

た

声

を

も

と

に

質

問

し

ま

し

た

。

 

中

村

中

村

中

村

中

村

市

長

市

長

市

長

市

長

 

 

 

 

 

 

 

 

周

知

に

努

め

た

。

今

後

も

ご

意

見

は

お

寄

せ

い

た

だ

き

、

最

終

的

に

は

市

議

会

の

意

見

を

聞

い

て

判

断

し

た

い

。

 

１３⽇深夜・墜落した⽶軍オスプレイ 

（しんぶん赤旗より） 

定

岡

定

岡

定

岡

定

岡

市

議

市

議

市

議

市

議

 
  
 

周

辺

諸

国

と

の

あ

定岡敏行と安田とも子の 
議会報告会 

新型空中給油機ＫＣ-46Ａ配備のこと、市⺠会館の建

て替えのこと、議員年⾦のことなど、この議会でも様々

なことがありました。ご報告をしたいと思います。 

市政へのご要望もお聞かせください。 

寒い折ですが、ぜひ、お出かけください。 

レ

イ

が

給

油

パ

イ

プ

を

切

断

、

機

体

に

巻

き

付

き

墜

落

、

大

破

す

る

と

い

う

重

大

事

故

が

起

き

ま

し

た

。

 

 

 

Ｋ

Ｃ

-

４

６

Ａ

は

ま

だ

開

発

中

で

す

か

ら

、

事

故

を

起

こ

し

た

の

は

別

な

給

油

機

で

す

が

、

こ

の

日

の

午

後

開

か

れ

た

議

員

説

明

会

で

、

定

岡

市

議

は

「

民

間

機

と

同

じ

と

い

う

が

、

軍

用

機

に

は

運

用

上

の

特

別

な

危

険

性

が

あ

る

」

と

指

摘

。

防

衛

省

は

「

し

っ

か

り

訓

練

す

る

（

の

で

安

全

）

」

と

答

え

た

ば

か

り

で

し

た

。

 

空

中

給

油

の

危

険

性

を

事

実

で

示

し

た

事

故

で

す

。

 

こ

の

議

会

で

は

５

年

間

の

ま

ち

づ

く

り

の

方

向

を

決

め

る

『

境

港

市

ま

ち

づ

く

り

総

合

プ

ラ

ン

基

本

構

想

』

が

提

出

さ

れ

ま

し

た

。

 

日

本

共

産

党

は

、

「

地

域

の

大

事

な

課

題

と

な

っ

て

い

る

貧

困

と

格

差

に

ど

う

向

き

合

う

の

か

、

農

業

、

中

小

企

業

振

興

の

位

置

付

け

が

な

い

な

ど

、

重

要

な

欠

落

が

あ

る

。

前

期

計

画

の

し

っ

か

り

し

た

総

括

が

必

要

」

と

指

摘

し

、

可

決

に

反

対

し

ま

し

た

。

 

つ

れ

き

に

、

軍

事

的

対

応

ば

か

り

で

は

衝

突

の

危

険

を

拡

大

す

る

ば

か

り

で

、

ど

う

平

和

的

に

解

決

す

べ

き

か

、

も

っ

と

知

恵

を

使

う

べ

き

で

、

憲

法

９

条

を

活

か

し

た

平

和

的

な

外

交

努

力

に

一

生

懸

命

に

な

り

た

い

も

の

だ

。

 



 

安

田

市

議

 

臨

時

国

会

で

Ｔ

Ｐ

Ｐ

承

認

が

強

行

さ

れ

た

。

 

 

 

農

産

物

重

要

５

項

目

を

守

る

と

い

う

国

会

決

議

に

反

し

、

交

渉

経

過

は

一

切

秘

密

。

日

本

の

経

済

主

権

を

投

げ

捨

て

る

も

の

。

米

ト

ラ

ン

プ

次

期

大

統

領

は

Ｔ

Ｐ

Ｐ

を

批

准

せ

ず

、

二

国

間

協

議

で

さ

ら

な

る

譲

歩

を

迫

っ

て

く

る

と

言

わ

れ

て

い

る

。

Ｔ

Ｐ

Ｐ

の

本

市

へ

の

影

響

は

？

 

中

村

市

長

 

主

要

作

物

で

あ

る

白

ネ

ギ

へ

の

影

響

は

限

定

的

。

県

内

で

合

板

は

６

億

９

千

万

円

程

度

、

水

産

物

は

２

億

２

千

万

円

か

ら

４

億

７

千

万

円

程

度

の

生

産

額

減

少

と

試

算

さ

れ

、

ズ

ワ

イ

ガ

ニ

は

試

算

か

ら

除

外

さ

れ

て

お

り

影

響

は

不

明

確

。

 

 

安

田

市

議

 

魚

食

離

れ

の

懸

念

は

ど

う

か

？

地

産

地

消

が

制

限

さ

れ

な

い

か

。

国

の

対

応

は

？

 

伊

達

産

業

部

長

 

魚

食

普

及

、

地

産

地

消

は

い

ま

ま

で

以

上

に

進

め

て

い

く

。

国

に

は

Ｔ

Ｐ

Ｐ

の

影

響

を

把

握

し

、

国

民

へ

の

説

明

と

競

争

力

強

化

策

を

要

望

す

る

。

 

安

田

市

議

 

要

望

し

た

が

叶

わ

な

か

っ

た

で

は

済

ま

な

い

。

Ｔ

Ｐ

Ｐ

離

脱

も

考

え

る

べ

き

。

反

対

を

表

明

し

て

い

る

首

長

も

い

る

。

危

機

感

を

も

っ

て

臨

ん

で

ほ

し

い

。

 

安

田

市

議

 

原

発

事

故

時

に

甲

状

腺

被

ば

く

を

防

ぐ

た

め

、

島

根

県

は

安

定

ヨ

ウ

素

剤

を

島

根

原

発

３

０

ｋ

圏

内

の

希

望

者

へ

事

前

配

布

を

始

め

た

。

鳥

取

県

で

は

ど

う

か

。

 

中

村

市

長

 

県

と

市

で

防

災

と

医

療

の

担

当

者

が

本

年

度

２

回

の

合

同

協

議

を

行

っ

た

。

基

本

的

に

は

一

時

集

結

所

で

配

布

す

る

方

針

と

し

、

事

前

配

布

に

つ

い

て

は

引

き

続

き

協

議

す

る

。

 

安

田

市

議

 

安

定

ヨ

ウ

素

剤

の

必

要

性

や

副

作

用

な

ど

、

き

ち

ん

と

聞

け

る

の

も

事

前

配

布

の

メ

リ

ッ

ト

だ

。

副

作

用

の

発

生

率

は

０

．

０

０

０

１

％

で

予

防

接

種

の

副

作

用

と

比

べ

て

も

か

な

り

低

い

。

前

向

き

な

検

討

を

。

 

木

下

防

災

監

 

安

定

 

安

田

市

議

 

原

子

力

防

災

避

難

計

画

の

課

題

は

？

 

 

中

村

市

長

 

段

階

的

避

難

の

周

知

、

バ

ス

等

の

確

保

や

要

支

援

者

の

避

難

等

が

あ

る

。

 

 
  
 

安

田

市

議

 

原

子

力

災

害

と

地

震

・

津

波

な

ど

が

重

な

る

複

合

災

害

が

起

こ

っ

た

場

合

、

い

ま

の

防

災

計

画

で

対

応

が

可

能

か

。

 

 
  
 

中

村

市

長

 

被

害

が

拡

大

し

た

場

合

の

避

難

経

路

や

避

難

手

段

の

確

保

が

大

き

な

課

題

に

な

る

。

 

 
  
 

安

田

市

議

 

広

域

避

難

所

の

課

題

は

？

 

 

木

下

防

災

監

 

受

け

入

れ

先

の

耐

震

の

問

題

、

収

容

人

数

の

変

更

な

ど

あ

り

、

い

ま

、

見

直

し

中

だ

。

 

安

田

市

議

 

防

災

計

画

が

こ

う

い

っ

た

現

状

で

再

稼

働

は

あ

り

え

な

い

と

判

断

で

き

る

で

は

な

い

か

。

 

中

村

市

長

 

避

難

計

画

が

十

分

と

い

う

認

識

は

持

っ

て

お

ら

ず

、

訓

練

を

繰

り

返

し

て

実

効

性

の

高

い

も

の

に

し

て

い

く

し

か

な

い

が

、

再

稼

働

に

つ

い

て

は

、

原

子

力

規

制

委

員

会

の

適

合

審

査

の

結

果

を

見

て

判

断

を

し

て

い

く

。

 

 ヨ

ウ

素

剤

を

飲

む

タ

イ

ミ

ン

グ

の

問

題

、

副

作

用

の

問

題

な

ど

あ

り

、

医

療

の

こ

と

で

行

政

が

大

丈

夫

だ

と

い

う

の

は

難

し

い

。

引

き

続

き

県

、

米

子

市

と

検

討

、

協

議

を

し

て

い

き

た

い

。

 

定

岡

市

議

 

大

き

な

庇

（

ひ

さ

し

）

、

総

ガ

ラ

ス

張

り

と

い

う

境

港

市

民

交

流

セ

ン

タ

ー

（

仮

称

）

の

プ

ロ

ポ

ー

ザ

ル

案

が

出

た

が

、

地

球

温

暖

化

で

ス

ー

パ

ー

台

風

も

心

配

さ

れ

る

な

か

大

丈

夫

か

。

よ

り

安

全

側

に

配

慮

し

た

構

造

が

必

要

。

 

松

本

教

育

長

 

こ

れ

か

ら

の

作

業

だ

が

、

私

た

ち

も

心

配

し

て

い

る

。

今

後

、

十

分

検

討

し

た

い

。

 

定

岡

市

議

 

議

会

と

し

て

も

、

堅

牢

で

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

の

し

や

す

い

も

の

を

要

望

し

て

き

た

が

、

建

設

費

、

維

持

管

理

費

に

つ

い

て

ど

の

よ

う

な

比

較

検

討

が

な

さ

れ

た

か

。

 

松

本

教

育

長

 

建

設

費

に

つ

い

て

は

４

４

億

円

程

度

と

し

、

省

エ

ネ

対

策

や

環

境

配

慮

も

求

め

て

い

る

。

建

設

費

の

積

み

上

げ

や

維

持

管

理

費

の

比

較

検

討

は

基

本

設

計

の

中

で

の

こ

と

に

な

る

が

、

必

要

以

上

に

過

大

な

も

の

に

な

ら

な

い

よ

う

努

め

た

い

。

 

プロポーザルで提案された 

市⺠交流センター（仮称）のイメージ図 

（境港市のホームページより） 

 

議

員

か

ら

、

『

地

方

議

員

の

厚

生

年

金

加

入

を

求

め

る

意

見

書

案

』

が

提

出

さ

れ

、

共

産

党

以

外

の

賛

成

多

数

で

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

私

た

ち

の

反

対

理

由

は

次

の

よ

う

な

も

の

で

す

。

 

 

意

見

書

案

が

い

う

投

票

率

の

低

下

や

地

方

議

員

の

な

り

手

不

足

は

、

国

民

の

暮

ら

し

を

顧

み

な

い

政

治

、

金

権

腐

敗

が

も

た

ら

す

政

治

不

信

や

月

額

２

０

万

円

前

後

の

町

村

議

員

の

低

額

報

酬

の

問

題

で

、

議

会

の

役

割

や

議

員

へ

の

信

頼

を

広

げ

る

こ

と

、

議

員

報

酬

の

あ

り

方

な

ど

の

議

論

が

先

だ

。

 

そ

れ

を

脇

に

お

い

て

、

国

民

の

年

金

カ

ッ

ト

が

強

行

さ

れ

、

将

来

不

安

が

増

す

な

か

、

公

費

負

担

を

と

も

な

う

議

員

の

年

金

加

入

で

は

、

議

会

不

信

が

つ

の

る

ば

か

り

だ

。

 

避

難

、

避

難

と

い

う

が

、

市

民

全

員

の

避

難

手

段

を

ま

だ

示

せ

な

い

で

い

る

。

無

理

だ

か

ら

だ

。

原

発

を

動

か

さ

な

い

と

決

め

て

ほ

し

い

。

 

 （

６

０

代

・

男

性

）

 

 


